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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西東京市立小・中学校の規模

小学校（計9,686名、302学級）

12学級 谷戸小学校 332 東伏見小学校 374 本町小学校 317 住吉小学校 377

13学級 芝久保小学校 435

14学級 東小学校 408

15学級 保谷第二小学校 459 柳沢小学校 459

16学級 保谷小学校 513

17学級 保谷第一小学校 552

18学級 碧山小学校 559 栄小学校 608 谷戸第二小学校 563

19学級 田無小学校 621

20学級 けやき小学校 624

23学級 中原小学校 768 上向台小学校 779

25学級 向台小学校 938

中学校（計3,870名　112学級）

7学級 柳沢中学校　217

10学級 田無第三中学校　344

11学級 明保中学校　339

12学級 田無第二中学校　437

13学級 ひばりが丘中学校　456 青嵐中学校　447

14学級 田無第四中学校　519

15学級 保谷中学校　510

17学級 田無第一中学校　601

＊学校名の右の数値：令和元年５月１日現在の児童生徒数（通常級）

【法令及び文部科学省手引きより】

学校教育法施行規則では、「小学校の学級数は、12学級以上18

学級以下を標準とする。ただし、地域の実態その他により特別の

事情のあるときは、この限りでない。」とある。

児童生徒数の実数により、教育活動の展開の可能性や児童生徒

への影響は異なるため、学級規模の適正化に当たっては、法令上

定められている学級数に加え、１学級当たりの児童生徒数や学校

全体の児童生徒数、それらの将来推計などの観点も合わせて総合

的に検討することが求められる。


